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在チリ日本大使館経済班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2017年 ７月 ） 

 

 

 
１．経 済 指 標  
（１） 経 済 活 動 指 数 （ IM ACEC ） －

前 年 同 月 比 1.4％増 －  
６ 月 の IMACEC は 前 年 同 月 比 1.4 ％ ，

季 節 調 整 済 前 月 比 は 0.5 ％ と 改 善 が

続 い て い る 。 中 銀 に よ る と ， 営 業 日 数

は昨 年 と 同 じ であ った 。 鉱 業 は 前 年 同

月 比 ▲0.9％ と引 き 続 き マイ ナ スではあ

る も の の ， マ イ ナ ス 幅 が 減 少 し て い る 。

鉱 業 以 外 の 業 種 も 同 1.6 ％ と 改 善 し て

おり，中 でもサービス業 と商 業 が上 昇 し

てい る。 なお ， 季 節 調 整 済 前 月 比 で は

鉱 業 は▲0.9％，非 鉱 業 部 門 は0.6％となった。 

中 銀 ア ン ケ ー ト に よ る ８ 月 の IMACEC の 予 想 は 前 年 同 月 比 1.5 ％ （ 中 央 値 ） と な っ て い

る。 

 

（２） 消 費 －改 善 している－  
①  ６ 月 の 商 業 活 動 指 数 （ 実 質 ， INE

公 表 ）は，前 年 同 月 比 3.1％となった。

同 指 数 の 小 売 業 （ 除 く 車 ） は 同 3.3 ％

となった。 

②  ６ 月 の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 販 売 額

（ 実 質 ， INE 公 表 ） は ， 前 年 同 月 比

2.7％となった。 

③  ６ 月 の 商 業 販 売 額 （ チ リ 商 工 会 議

＜概 要 ＞ 景 気 は停 滞 している。  
● 消 費 は改 善 している。  
● 企 業 マインドは低 いものの，生 産 は回 復 しつつある。  
● 失 業 率 は高 い。  
● 消 費 者 物 価 は低 下 している。  
● 貿 易 は輸 出 が回 復 傾 向 にある。  
● 銅 価 格 が急 速 に上 昇 し，為 替 はペソが強 くなっている。株 価 も上 昇 を続 けている  

先 行 きについては，国 際 経 済 の不 透 明 感 による為 替 及 び銅 価 格 に引 き続 き留 意 す

る必 要 がある。 



2 

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

鉱工業生産（2014=100）

工業生産指数 鉱業生産指数

（前年同月比，％）

35

40

45

50

55

Ja
n-

15

Ju
l-1

5

Ja
n-

16

Ju
l-1

6

Ja
n-

17

Ju
l-1

7

（ポイント）
企業業況判断指数（IMCE）

42.41

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

1月 7月 1月 7月 1月

2015 2016 2017

建築許可面積（前年同月比，％）

所 公 表 ，サンティアゴ首 都 圏 ，暫 定 値 ）は，5.5％となった。 

④  ６ 月 の 消 費 者 認 識 指 数 （ CEEN 公 表 ）はと 前 月 128 .5 （ 102 .9 ）か ら改 善 してい る 。 現 状

指 数 は151 . 0（110 . 2），将 来 指 数 は120 .6（100 .5）となった。  

⑤  ６月 の新 車 販 売 台 数 は27,326台 （前 年 同 月 比 15.6％）となった。  

 

（３） 鉱 工 業 生 産 ，電 力 －鉱 業 生 産 が回 復 している－  
６ 月 の 工 業 生 産 指 数 は ， 前 年 同 月

比 0.9 ％ と な った 。 セ ク タ ー 別 で は ， 自 動

車 が120 . 8％，衣 料 が同 37.7％と増 加 す

る 一 方 ， そ の 他 の 運 搬 機 器 ▲ 38.3 ％ ，

金 属 製 品 が 同 ▲ 16 .0 ％ ， た ば こ が 同 ▲

12 .2％のマイナスとなった。 

６ 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 前 年 同 月 比

▲ 6.1 ％ ， 銅 生 産 量 は 同 ▲ 5.7 ％ と な っ

た。 

６ 月 の電 力 指 数 は前 年 同 月 比 0.7％

となった。 

 

（４） 企 業 の 業 況 判 断 － 減 速 傾 向 に

ある－  
６ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は

42 .41 ポ イ ン ト と ， 先 月 か ら 低 下 し ， 前 月

差 は▲0.79ポイントとなった。内 訳 を見 る

と ， 鉱 業 が 51 .79 （ 前 月 差 ▲ 9.07 ポ イ ン

ト ） ， と 回 復 基 調 な の に 対 し ， 商 業 が

48 .63 （ 同 ▲ 1.11 ポ イ ン ト ） ， 製 造 業 が

41 .4 （ 同 1.0 ポ イ ン ト ） ， 建 設 業 が 26 .37

（同 4.49ポイント）と低 迷 が続 いている。 

 

（５） 不 動 産 －回 復 しつつある－  
６月 の建 築 許 可 面 積 （INE公 表 ）は前

年 同 月 比 ▲0.3％（3か月 移 動 平 均 ）とマ

イ ナ ス が 続 い て い る も の の ， 回 復 が 見 ら

れる 。 内 訳 を 見 る と ， 住 居 が 同 19.2％ が

堅 調 な 伸 び を 続 け る 一 方 ， 非 住 居 は 同

▲25.6％と低 迷 している。 
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(%) 消費者物価の動向

総合 コア 政策金利

インフレターゲット
（2～4％）

（６） 雇 用 －失 業 率 は高 い－  
４ ～ ６ 月 期 の 失 業 率 は 7.0 ％ と 高 い 失

業 率 が続 いている。前 年 同 期 比 で見 ると，

労 働 力 人 口 は 177 ,011 人 増 加 （ 前 年 同

期 比 2.0 ％ ） ， 就 業 者 数 は 152 ,260 人 増

加 （ 同 1.9 ％ ） し ， 失 業 者 数 は 24 ,751 人

（ 同 4.2 ％ ） と 増 加 し て い る 。 就 業 者 数 を

職 業 別 に み る と ， そ の 他 の サ ー ビ ス が 前

年 同 期 比 15 .4 ％ ， 水 道 が 同 15 .7 ％ ， 社

会 保 険 サービスが同 12.2％と増 加 する一

方 ， 不 動 産 ▲ 8.9 ％ ， 個 人 自 営 業 が ▲

6.5％，金 融 仲 介 業 が▲6.3％と減 少 している。 

６月 の賃 金 は，名 目 は前 年 同 月 比 4.4％，実 質 は同 2.6％となった。 

 

（７） 物 価 －低 下 している－  
７月 の消 費 者 物 価 指 数 （総 合 ）は，

前 月 比 は 0.2 ％ ， 前 年 同 月 比 は 1.7 ％

と な っ た 。 品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動

き を みるとア ルコ ール ・タバ コ（ 5 .6％） ，

レ ス ト ラ ン ・ ホ テ ル （ 4.5 ％ ） が 上 昇 し て

いる一 方 ，生 鮮 野 菜 果 物 （▲7.7％），

衣 料 品 ・靴 （▲5.5％）と下 落 している。 

中 銀 ア ンケ ート に よる ８ 月 の 消 費 者

物 価 指 数 （ 総 合 ） の 予 想 は 前 月 比

0.2％となっている。イ ンフレ期 待 は1年

後 ： 2 .7 ％ （ 前 月 2.9 ％ ） ， 2 年 後 ： 3 .0 ％

（前 月 3.0％）と引 き続 き安 定 している。 

６ 月 の生 産 者 物 価 （ 全 産 業 ）は，前 月 比 は0.0％，前 年 同 月 比 は8.4％となった 。鉱 業

が上 昇 （前 年 同 月 比 17 .8％）し続 ける一 方 ，銅 以 外 の産 業 では安 定 （同 1.5％）しており，

電 気 ・ガス・水 道 は下 落 （同 ▲1.5％）が続 いている。 

 

（８） 貿 易 － 輸 出 は 回 復 傾 向 に あ る

－  
①  ７ 月 の輸 出 額 （FOB）は52 . 2億 ドル（前

年 同 月 比 10.7％）となった。内 訳 を見 ると，

鉱 業 品 27 .0 億 ド ル （ 同 12 .3 ％ ） ， 農 林 水

産 品 3.4 億 ド ル （ 同 9 .1 ％ ） ， 製 造 業 品

21 .8 億 ド ル （ 同 12 .9 ％ ） と な っ た 。 鉱 業 品

の う ち 銅 は 24.54 億 ド ル （ 同 9.8 ％ ） と な っ
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IPSAサンティアゴ主要株価指数（2002/12/30=1000）

た。 

②  ７ 月 の輸 入 額 （FOB ）は50 . 0億 ドル（前 年 同 月 比 6.6％）となった 。内 訳 （CIF ）は，消 費

財 17.7億 ドル（同 16 .7％），中 間 財 24 .9億 ドル（同 ▲0.1％），資 本 財 10.4億 ドル（同 7.4％）

となった。 

③  ７月 の貿 易 収 支 （FOB）は2.3億 ドルの黒 字 となった。 

 

（９） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  
①  対 日 貿 易 （FOB ）：６ 月 の貿 易 額 は， 輸 出 額 5.2億 ドル（前 年 同 月 比 28 .0％），輸 入 額

1.5億 ドル（同 5.1％），貿 易 総 額 では6.7億 ドル（同 22 .1％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB）：６月 の貿 易 額 は，輸 出 額 14 .1億 ドル（前 年 同 月 比 23 .5％），輸 入 額

12 .8億 ドル（同 24 .6％），貿 易 総 額 では26.9億 ドル（同 24 .1％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （ FOB ） ： ６ 月 の 貿 易 額 は ， 輸 出 額 3.5 億 ド ル （ 前 年 同 月 比 8.6 ％ ） ， 輸 入 額

1.5億 ドル（同 36 .5％），貿 易 総 額 では5.0億 ドル（同 15 .6％）となった。 

 

 

２．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －急 速 に上 昇 している－  
７月 の国 際 銅 価 格 は，1ポンド2 .6735ドル（３

日 ） で 始 ま り ， 月 末 に は 2.879 ド ル （ 31 日 ） と 前

月 末 比 4.9 ％ で 終 了 し た 。 2015 年 5 月 以 来 の

最 高 値 を付 けている。 

７ 月 の 銅 在 庫 は ， 602 , 831 ト ン （ １ 日 ） か ら

631 , 171（30日 ）と前 月 末 より増 加 している。 

 

（２） 為 替 －ペソが強 くなっている－  
７ 月 の 為 替 は ， 1 ド ル 664 . 29 ペ ソ （ ３ 日 ） で 始

ま り ， 月 末 に は 651 .58 ペ ソ （ 31 日 ） と 前 月 末 比

▲11.63ペソとなった。 

 

 

 

（３） 株 価 －上 昇 している－  
７月 のIPSA値 （サンティアゴ主 要 株 式 指 数 ）

は 4783 .89 ポ イ ン ト （ １ 日 ） で 始 ま り ， 月 末 に は

5064 . 63ポイント（28日 ）となり，前 月 末 比 6.7％

で 終 了 し た 。 特 に 14 日 は 指 標 を 取 り 始 め て 以

来 最 高 の 5000 ポ イ ン ト を 超 え ， 過 去 最 高 値 を

更 新 している。  
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3．経 済 トピックス 

（１） 環 境 影 響 評 価 手 続 き に進 んだエネルギー・プロジェクト案 件 数 は対 前 年 同 期 比 で

減 少 ：報 道  
 本 年 上 半 期 に，環 境 影 響 評 価 （SEIA）の手 続 き段 階 に進 んだエネルギープロジェクト案

件 の数 は大 幅 に減 少 した。エネルギー分 野 は，引 き続 き，（対 チリ 国 内 ）投 資 を索 引 する

エンジンであるが，２０１６年 に比 べると，そのスピード感 は鈍 化 している。 

 ６月 ３０日 現 在 ，環 境 影 響 評 価 の手 続 きに入 ったエネルギー・プロジェクト案 件 は，２０１

６ 年 上 半 期 （４ ３ ，６ ２ ５ 百 万 米 ドル）の同 期 比 では６ ２％減 少 し， 総 額 では，１ ６ ，４ ５ １ 百

万 米 ドルであった。案 件 数 からもその減 少 は明 らかで，２０１６年 上 半 期 は１２４件 のところ，

２０１７年 上 半 期 は４８件 であった。 

 大 規 模 な投 資 案 件 では，米 国 アンデス・グリーン・エナジー社 による２件 の太 陽 光 メガ発

電 事 業 があり，総 額 １１，０００百 万 米 ドルの投 資 で全 体 の６７％を占 めたが，当 該 ２案 件

は，（評 価 に資 する）情 報 不 足 から手 続 きは進 んでいない。 

 業 界 関 係 者 は，この減 少 傾 向 につ いて，供 給 超 過 であ ること，と電 力 価 格 が高 値 であ

った直 近 数 年 の投 機 筋 の動 きを理 由 に挙 げる。 

 

（２） 鉱 山 における海 水 利 用 の増 加 傾 向 ：報 道  
 チ リ 銅 委 員 会 （COCHILCO）の報 告 に よれば，２ ０１ ６ 年 の国 内 鉱 山 に おけ る海 水 利 用

は，２０１５年 に比 べて７．５％増 加 した。昨 年 ，鉱 山 の操 業 において，１秒 間 当 たり２．４５

立 方 平 方 メ ー ト ル の 海 水 が 利 用 さ れ た が ， こ れ は 鉱 業 で 使 用 さ れ る 消 費 水 全 体 の 約 １

５％に当 たる。 

 この割 合 は，新 規 鉱 山 では（海 水 を）淡 水 化 した 水 の利 用 が増 えてい ることから，今 後

とも上 昇 するだろう。こうした海 水 を利 用 する新 規 の鉱 山 プロジェクトの投 資 額 は，２４０億

ドルを超 える。 

 ヘルナンデスCOCHILCO副 委 員 長 は，既 存 の鉱 山 及 び新 たな投 資 可 能 性 を鑑 みると，

（淡 水 化 された ）海 水 の利 用 は，（鉱 業 で使 用 される消 費 ）水 の４６％にまで達 することが

見 込 まれると述 べた。 

 なお，鉱 業 で使 用 される水 は，国 内 消 費 全 体 の３％である。 

 

（３） 鉱 業 分 野 の雇 用 増 加 （２０１７年 ３～５月 ）：報 道  
 チ リ 鉱 業 は ， 銅 価 の 回 復 ， 雇 用 の 増 加 も あ って 回 復 の 兆 し が みら れ る 。チ リ 鉱 業 協 会

（SONAMI）がチリ国 家 統 計 庁 （INE）のデータを下 に算 出 したところでは，２０１７年 ３～５月

は３ヶ月 続 けて鉱 業 分 野 の雇 用 が増 加 した。雇 用 者 数 は，本 年 １月 に１９３千 人 であった

ところ，５月 現 在 では２０８千 人 まで増 加 した。 

 メリーノSONAMI分 析 責 任 者 は，この数 値 が重 要 なのは兆 候 を示 しているということ。今

後 数 ヶ 月 も同 じ 傾 向 が続 くことを 期 待 して い ると述 べた 。ピークは，２ ０ １２ 年 の２ ６ １ 千 人

であった。 

 一 方 ，鉱 業 地 域 であるアントファガスタ州 （第 ２州 ）は，（依 然 ）高 い失 業 率 を示 している。

失 業 率 は，チリ全 体 で７％のところ，同 州 では８．９％である。 

 

（４） 「チリ資 源 探 査 ・鉱 山 フェア」の案 内  
 チリ地 質 協 会 （Co leg io  de  Geo logos  de  Ch i l e）は，本 年 １０月 １０日 ～１２日 ，サンチア

ゴに於 いて，チリの「資 源 探 査 及 び鉱 山 」（FEXMIN  :  Fe r i a  de  Exp lo r ac iones  y  M inas）

と題 するフェアを開 催 する。 

 初 日 は，鉱 業 大 臣 ，チリ地 質 鉱 業 局 （SERNAGEOMIN），チリ鉱 業 協 会 （SONAMI）等 も

招 いて開 会 式 及 びカ ンファレンス等 を行 い，残 りの日 は，専 門 家 によるセミナー等 ，また，

会 場 にはビジネスミーティング用 のテーブルを用 意 するので，随 時 ，ビジネス交 渉 が可 能 で
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あ る。 会 場 は， CasaP ied ra コ ンベ ンシ ョ ン セ ンタ ーで６ ４ の ブー ス を 設 け るので， 地 質 探 査

及 び 鉱 山 関 係 者 の 出 展 を 期 待 して い る。 フェア の 案 内 は， WEB （www . f exm in . c l ）か ら 閲

覧 可 能 である。 

 

（５） ２０１７年 の投 資 見 通 し（再 生 可 能 エネルギー等 ）：報 道  
 チリ資 本 財 協 会 （CBC）の報 告 によれば，２０１７年 もエネルギー分 野 が（チリの国 内 ）投

資 で最 もダイナミックな分 野 であり，過 去 ３年 続 けてトップである。なお，再 生 可 能 エネルギ

ー・プロジェクトに係 る建 設 分 野 （の投 資 ）は，エネルギーの需 要 減 から落 ち込 んでいる。 

 本 年 ３ 月 現 在 の残 高 では，エネルギ ー分 野 は４ ，６５４ 百 万 米 ドルの投 資 額 を 見 込 む。

但 し，この数 字 は，全 てのプロジ ェクトが具 現 化 された 場 合 であ る。また ，チ リ 史 上 ２ 番 目

に規 模 が大 きかった２０１６年 の５，４６９百 万 米 ドルを下 回 る。再 生 可 能 エネルギー分 野

のいくつかのプロジェクトが後 退 していることは，雇 用 に影 響 を与 えるだろう。 

 全 体 の割 合 としては，以 下 のとおり。 

・エネルギー分 野  ： ２６％（発 電 ６７．１％，送 電 ２５％，他 ７．９％） 

・鉱 業 分 野   ：  ２１％ 

・公 共 事 業   ：  １９％ 

・不 動 産 分 野  ： １６％ 

・林 業 分 野   ：   ６％ 

・工 業 分 野   ：   ４％ 

・港 湾 分 野   ：   ０．４％ 

・その他   ：  ７％ 

  

（６） 中 国 企 業 GSR による SQM 社 のリチウム権 益 買 収 に向 けた動 き：報 道  
 中 国 民 間 企 業 の GSP キ ャ ピ タ ル 社 は ， （ チ リ の リ チ ウ ム 企 業 で あ る ） SQM 社 の リ チ ウ ム

（権 益 ）に参 入 すべく，高 値 でも（権 益 を）買 収 するとも言 われている。ロイター通 信 によれ

ば，「G」社 は，昨 年 ，「S」社 の株 式 ２０％を取 得 するために１，９００百 万 米 ドルまで支 払 う

可 能 性 があるとされていた。 

 クリーン技 術 や電 気 自 動 車 に取 り組 む「G」社 は，（「S」社 株 の）買 収 に向 けて取 り組 ん

でい るが， 今 の ところ ，確 固 た る 合 意 はな い 。「G 」社 の 代 表 団 は，本 年 ４ 月 末 に ，「 S」 社

権 益 への 参 入 に 関 し て，チリ 開 発 公 社 （CORFO）のビト ラン副 総 裁 と話 し 合 い を もってい

る。 

 

（７） TPP（箱 根 首 席 交 渉 官 会 合 ：外 務 省 国 際 経 済 関 係 総 局 プレスリリース）  
 ７ 月 １ ２ 日 ～１ ４ 日 ，箱 根 に 於 いて，米 国 を除 くTPP 署 名 １１カ 国 に よる会 合 が開 催 され

る。１１カ 国 の首 席 交 渉 官 による本 会 合 は，米 国 離 脱 を 受 け，TPPの合 意 内 容 を 実 現 さ

せるため，あらゆる選 択 肢 を技 術 的 に検 討 するプロセスを開 始 するというものである。この

ことは，（本 年 ５月 ハノイの）APEC貿 易 大 臣 会 合 の際 に１１カ国 で合 意 していた。そもそも，

この議 論 の始 まりは，チリ 政 府 が本 年 ３ 月 にビーニ ャ・デル・マルで開 催 した「（太 平 洋 同

盟 と）アジア太 平 洋 諸 国 とのハイレベル対 話 」である。 

 この作 業 を進 める上 で，１１カ国 が注 力 することは，１１カ国 にとっての原 則 ，スタンダード

及 び規 範 をもった上 で，TPPの合 意 内 容 を取 り戻 すことにある。また，自 由 貿 易 及 びグロ

ーバリズムの立 ちはだかる現 状 を鑑 みると，市 場 を開 放 していくという政 治 的 なシグナルを

出 すことが重 要 であ る。ロペア ンディアDIRECON・TPP 首 席 交 渉 官 は，この作 業 を 進 めて

いくためには，TPP１１は一 体 であることを強 調 しなければならないと述 べた。 

 このプロセスは，本 年 １１月 にダ・ナン（ベトナム）で開 催 されるAPEC首 脳 会 合 において，

APECリーダーへ提 言 することで完 了 しなければならない。 
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（８） 中 国 企 業 の電 力 部 門 参 入 可 能 性 及 び電 力 入 札 ：報 道  
 中 国 企 業 ファーウェイ（華 為 技 術 ）社 は，チリの電 力 市 場 への投 資 検 討 のために，中 国

国 営 企 業 セプコ社 及 びチ リ 国 家 エネルギ ー委 員 会 （CNE）とコンタクト を 取 ってい る。CNE

には，チリでの発 電 ・送 電 市 場 ，その法 令 及 び将 来 的 な変 更 に関 する情 報 を求 めていた

ようだ。「セ」社 は，Power  Ch inaの子 会 社 で，主 に発 電 ・送 電 に関 する電 力 プロジェクトの

建 設 を展 開 するが，融 資 や運 営 にも参 画 している。 

 CNEは，電 気 供 給 入 札 への参 加 を促 すことを 目 的 としての中 国 訪 問 の準 備 を 進 める。

CNEは，本 年 １ ０ 月 １ １ 日 に 電 力 供 給 入 札 へのオ ファ ー（２ ，２ ０ ０GWh）を 公 開 す ると して

いる。当 該 オファーでは，２０２４年 １月 から２０年 間 ，チリ北 部 の電 力 系 統 （SING）及 び同

中 部 の電 力 系 統 （SIC）の顧 客 ニーズに応 えるべく電 力 供 給 を行 うことを目 指 している。 

 

（９） ２０１７年 上 半 期 の中 古 車 販 売 台 数 減 少 ：報 道  
 チリ国 内 自 動 車 商 工 会 議 所 （CAVEM）によれば，２０１７年 上 半 期 の中 古 車 販 売 台 数

は，対 前 年 同 期 比 ３．９％減 の５１１，４１６台 （２０１６年 上 半 期 ５３２，４１６台 ）であった。 

 販 売 台 数 の内 訳 は，乗 用 車 ２６４，８０１台 （５１．８％），SUV１１０，９４１台 （２１．７％），

バン・軽 トラック９１，６２９台 （１７．９％），商 用 車 ２６，６２５台 （５．２％），トラック１７，４１６

台 （（３．４％）。上 位 の販 売 台 数 メーカー別 では，シボレー（GM）がトップで，これにヒュンダ

イ，日 産 ，トヨタ，起 亜 及 びスズキが続 く。 

 CavemのDumay会 頭 は，今 年 の自 動 車 市 場 の主 人 公 は新 車 に奪 われた。消 費 者 は，

車 に移 動 手 段 ということだけではなく，安 全 やよりよい生 活 も求 めている。また，販 売 台 数

のメーカーは，新 車 の販 売 台 数 に依 存 していると述 べた。 

 中 古 車 の販 売 台 数 減 少 につい て，業 界 関 係 者 は，価 格 競 争 力 のあ る中 国 メーカ ーの

新 車 の参 入 と，近 い将 来 に導 入 されると見 込 まれる自 動 車 規 制 （２０１２年 モデル以 前 の

車 種 規 制 ）導 入 前 の買 い換 え需 要 を要 因 に挙 げる。 

 

（以 上 ） 


